
帝京科学大学アニマルサイエンス学科 2018 年度卒業研究 

 

馬介在活動センターにおける野外展示パネルの制作 
田口 愛（帝京科学大学 環境教育・インタープリテーション研究室）  

指導：古瀬浩史  
キーワード：フィールドミュージアム、馬、展示パネル、OPEN AIR LAB 

１. はじめに 

2018 年現在、帝京科学大学東京西キャンパスでは、フィー

ルドミュージアム「OPEN AIR LAB」の構想が進められてい

る。「フィールドミュージアム」とは、フランスを起源とする

「エコミュージアム」とほぼ同様の概念を示す言葉として用

いられている。エコミュージアムは、「地域社会の人々の生活

と、そこの自然環境、社会環境の発展過程を史的に探究し、

自然遺産および文化遺産を現地において保存し、育成し、展

示することを通して当該地域社会の発展に寄与することを目

的とする博物館である」1）とされている。エコミュージアムの

基本要素には、「コアミュージアム」と「サテライト」等があ

る。コアミュージアムは、活動の中心拠点となり企画や実施

を司るとともに、サテライトを紹介する場所である。サテラ

イトとは、コアミュージアムの周囲に点在する要素で、フィ

ールドミュージアムの「生きている展示場」として、解説、

解説板などに工夫を凝らすことが望ましいとされている 1)。 

本学では、実験研究棟１階がコアミュージアムの役割をも

ち「ブリコラ」と呼ばれ、馬介在活動センター（以下「うまセ

ンター」）などがサテライトの役割をもち「ノード」と呼ばれ

ている。 

うまセンターでは現在、馬をパートナーとした教育、医療、

福祉に関する活動を行っているが、フィールドミュージアム

として想定した場合、これまでの役割に加えて、ミュージア

ムへの来訪者に対しての解説機能を持つことが求められる。

本学の卒業生である久保田は卒業研究において、うまセンタ

ーをノードとして想定した場合に考えられる対象者層のうち、

「立ち寄り型利用者」に対して、常設的な野外解説板や印刷

物が有効であると整理した 2)。 

これらを踏まえ、本研究では、フィールドミュージアム

「OPEN AIR LAB」のノードであるうまセンターの「立ち寄

り型利用者」に対応した展示パネルを制作し、解説機能を充

実させることを目的とした。 

２. 方法 

「立ち寄り型利用者」とは、散歩等で立ち寄る近隣住民や

大学への来客、イベント・プログラム時の付き添い保護者

等、プログラムの参加目的でない、比較的短時間の利用者で

ある。展示パネルの制作では、一般的な展示制作過程を踏襲

し、表-１のプロセスで制作した。 

表-１制作のプロセス 

（1）素材、設置場所の検討 

（2）計画案の作成、施設関係者への提案 

（3）ラフや模型の作成 

（4）図面の作成 

（5）試作版の制作、制作過程評価 

（6）制作、評価 

３. 結果 

３-１設置場所や景観への配慮 

設置場所はうまセンターの既存のフェンスとし、展示パネ

ルはフェンスに引っ掛けられるフックの仕様とした。配色は

施設で既に使用されていた茶色を基本とした。 

３−２作成した展示パネル 

本研究で制作したパネル類を表-２に整理し、以下に概要を

まとめた。また、各パネルの写真やデザインデータを資料と

して添付した。 

 

表−２作成した展示パネル 

[A.情報パネル] 

A-1 今日の予定 

目的：うまセンターの学生活動の発信 

仕様：カードをその日の予定で掛けかえる。 

素材：MDF 合板、「MILK PAINT」 

大きさ：450×600 ㎜ 

A-2 ふれあいの日案内板 

目的：イベントの告知 

仕様：日付を耐水チョークで更新する。 

素材：ラワンランバー、「MILK PAINT」 

大きさ：600×450 ㎜ 

A-3 ふれあいの日だより 

目的：イベント「ふれあいの日」の紹介 

仕様：差し替え式で月１回に更新する。 

素材：ラワンランバー、発砲塩ビ板 

大きさ：297×420 ㎜ 

[B.解説パネル] 

B-1 馬の紹介 

目的：現在飼育されている馬の紹介 

仕様：フレーム式で馬の入れ替え時に更新する。 

素材：ラワンランバー、ラミネートフィルム 

大きさ：297×420 ㎜ 

B-2 馬に関する解説パネル 

目的：馬に関する基本的な知識の提供 

仕様：テーマに関して３つのパネルに分けた 

素材：アルミ複合板 

A.情報パネル 

A-1 今日の予定 

A-2 ふれあいの日案内板 

A-3 ふれあいの日だより 

B.解説パネル 
B-1 馬の紹介 

B-2 馬に関する解説パネル 
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大きさ：420×594 ㎜ 

 

 

テーマ「馬と人のつながり」 

人は馬と共に生活し、馬を理解する中で、つながりを築

いてきた。 

B-2-1 馬と人のつながり 

人と馬の関係は深く、時代によって変化してきた。 

B-2-2 社会生活する馬 

馬は群れで暮らし、社会生活をする動物である。 

B-2-3 調教はコミュニケーション 

人は馬の社会性を活かし、馬と関わり合っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-１ 制作した展示パネル（B-2-1 馬と人のつながり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ 設置した様子 

３−３その他成果物 

更新が可能なパネルについて、学生が内容を更新しやすい

ようにデザインのテンプレートを制作した。また、展示パネ

ルに統一感が出るよう配色サンプルも制作した（図-３）。 

 

 

 

 

 

 
図-３「ふれあいの日だより」テンプレート（左） 

「配色サンプル」（右） 

４. 評価、考察 

試行的に展示し、うまセンター施設関係者から利用者の様

子や展示パネルについてのコメントを得た（表-３）。また、

利用者の利用状況を知るため、「ふれあいの日」に利用調査を

行い、パネルの種類と見た時間を記録し、表にまとめた（表-

４）。 

表−３ うまセンター関係者からのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表−４ 「ふれあいの日」利用状況調査（1/20 実施） 

 

 

 

 

 

 

 
うまセンター関係者からのコメントでは、展示パネルに対

し、「立ち寄り型利用者への対応が可能になった」等のコメン

トを得た（表-３）。「ふれあいの日」利用調査では、付き添い

の保護者が展示パネルを利用する様子が見られた。また、こ

どもや親子での利用も見られた（表-４）。 

以上のことから、計画で想定した「立ち寄り型利用者」に、

野外解説機能を補うことができたと考える。 

５. まとめ、展望 

本研究では、うまセンターのフィールドミュージアムのノ

ードとしての役割を想定し、「立ち寄り型利用者」にむけた展

示パネルを設置した。これにより、スタッフの不在時にも、

「立ち寄り型利用者」にうまセンターや馬に関する基本的な

情報の提供をすることが可能になった。今後、「馬に関する解

説パネル」をシリーズ化し、上野原ならではのパネルを追加

したり、ハンズオン展示を設置する等、メディアを追加して

いくことで、ミュージアムのノードとしての解説機能を高め

ることが望まれる。 
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資料：制作した展示パネル一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.情報パネル 

A-1 今日の予定 

A-2 ふれあいの日案内板 

A-3 ふれあいの日だより 

B.解説パネル 

B-1 馬の紹介 

B-2 馬に関する解説パネル 
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A．情報パネル 

A-1 今日の予定 
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A．情報パネル 

A-2 ふれあいの日案内板 
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A．情報パネル 

A-3 ふれあいの日だより 
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B．解説パネル 

B-1 馬の紹介 
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B．解説パネル 

B-2 馬と人のつながり 

B-2-1 馬と人のつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：馬の博物館、アファンの森財団 
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B．解説パネル 

B-2 馬と人のつながり 

B-2-2 社会生活する馬 
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B．解説パネル 

B-2 馬と人のつながり 

B-2-3 調教はコミュニケーション 

 

 


